
令和 6年度読谷中部地区

保全土壌等調査業務

令和 7年 3月

読谷村役場

ゆたさむら推進部 農地活用推進課

試 株式会社 南西環境研究所



試 験 結 果 報 告 書
第 EX24-2775 号

2025年 2月 17日

読谷村長 石 博管  様

株 式 会 社 南 西 環 境
〒9030105沖縄県中頭郡西原

TEL 098-835-8411(代 )FAX 09

受付年月日 年 l 月 1 7 日 受付区分 弊社採取

上記の受付日の試料について、試験の結果を次のとおり報告致します。

なお、試験結果は受領した試料に対するものです。

標 記 事 項

試料名

件名

採取場所

試料採取者

採取方法

採取年月日

土壌

令和6年度読谷中部地区保全土壌等調査業務

読谷村字座喜味地内 (読谷中部地区)

株式会社南西環境研究所 典那覇 哲也、玉城 一佐

スコップを使用して採取

2025年 1月 17日   10:00～ 13:00

試 験 の 結 果

定量下限値

試 験 の 方 法

項 目 単 位 溶出量試験

PFOS 21

27

ng/L

ng/L

ng/L 15

*l

*1

以下余 白

PFOA

PFHxS

備  考 :*1土壌中のPFOS、 PFOA及 びPFHxSに 係る暫定測定方法 (溶 出量試験)(環境省 )

試 験 期 間 :  2025年 1月 17日   ～  2025年 2月 17日

現 地 測 定 : 天 気  晴れ

して使用する と は く い 。

*弊社採取以外の試料では、提供された採取における現地測定データおよび情報については、弊社は責任を負いません。
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調査結果について

沖縄県が令和 5年度に実施した 「令和 5年度有機フッ素化合物残留実態調査」の中

で土壌の PFAS調査を行っており、この調査の上壌溶出量試験においては、今回の調査

と同じ分析方法 (土壌中の PFOS、 PFOA及び PFHxSに係る暫定測定方法 (溶 出量試験))を

採用 している。その調査結果と今回の調査結果を比較すると、PFOS、 PFOAお よび

PFHxSの 3項 目すべてで、県が実施 した調査結果より今回実施 した調査結果のほうが

平均値および中央値を上回つた。特に PFHxSに ついては、県の調査結果の最大値を上

回る値 となった。

しかしながら、今回実施した土壌溶出量試験の PFOS、 PFOA及び PFHxSに 関して、現

時点で国 (環境省)の基準値が制定されていない事から、今回の調査で当該調査区域の

汚染の有無を判断することはできない。今後は国の基準値等の設定を注視しながら、

その都度適切な対応を取ることが望ましいと考える。

表 令和 5年度に沖縄県が実施 した土壌調査結果と今回の調査結果

単位ing/L

※沖縄県の調査結果の詳細については、資料に添付。

PFOS PFOA PFHxS

平均値 12 20 0,7

全市町村 中央値 5.2 11 0.2

最大値 92 95 9.4

最小値 0.5 3.5 <0,2

今回実施 した

調査結果
21 27 15



調査位置図

調査対象区画
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